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PNPT1; PNPASE; Polyribonucleotide nucleotidyltransferase 1; mitochondrial; 3'-5' RNA
p11E=4 exonuclease OLD35; PNPase old-35; Polynucleotide phosphorylase 1; PNPase 1;
Polynucleotide phosphorylase-like protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、進化的に保存されたポリヌクレオチドホスホリラーゼファミリーに属し、RNAのプロセシングと分解に関与するリン酸依存性3'-5'エキソリボヌクレアーゼから構成されています。この酵素は主にミトコンドリア膜間腔に局在し、ミトコンドリアへのRNAの輸入に関与しています。この遺伝子の変異は、複合型酸化リン酸化欠損症-13および常染色体劣性非症候性難聴-70と関連付けられています。関連偽遺伝子は3番染色体と7番染色体上に存在します。[RefSeq提供、2012年12月],触媒活性：RNA(n+1) + リン酸 = RNA(n) + ヌクレオシド二リン酸。,機能：mRNAの分解に関与。一本鎖ポリリボヌクレオチドを3'から5'方向へ連続的に加水分解する。,誘導：細胞老化および終末分化時に上昇する。インターフェロンβ（IFN-β）処理後に上昇する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：ポリリボヌクレオチドヌクレオチド転移酵素ファミリーに属する。,類似性：KHドメインを1つ含む。,類似性：S1モチーフドメインを1つ含む。,サブユニット：ホモ三量体（潜在的）。TCL1Aと相互作用するが、PNPT1エキソヌクレアーゼ活性には影響しない。,
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	PNPT1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	1：1000に希釈したPNPaseポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

